








1.研究目的 

神経系および感覚器の発達に関する諸問題,特に障害の早期発見と,チェック方法,および

予防対策などに望ましいシステムを樹立すべく提言を行うことを目的とした。 

本研究は平成元年に発足したので,今年度が最終年度に当たる。 


